題名は１行目に入れて下さい。
お名前は２行目に。

　文章はこの行（４行目）から開始して下さい。
真新しい籠、握り慣れていない木の杖。染みひとつない地図を開けば、ふわりとインクの香りが漂った。
「えぇと、ヘーベル湖は、っと…」
知らない地形を描いた紙は、見ているだけで心が躍る。
「こっちだよ。そっちじゃねぇ」
場所が分からずさまよう瞳を、少女の隣に立つ青年は気づいたのだろう。無骨な指先で現在地、そして目的地を、ため息混じりに示してみせる。そこには確かに、ザールブルグの街とヘーベル湖の名前が書かれていた。
「本当だ。ありがとう、ダグラス」
橙色の帽子を揺らして、少女――錬金術士の卵・エリーは青年を見上げた。
「大丈夫かよ、そんな調子で」
特徴のある青い鎧を纏った青年・ダグラスは呆れたように呟く。けれどそんな皮肉っぽい口調も、今のエリーにはどこ吹く風で。
「うん、頑張る！」
満面の笑顔で歩き出したエリーに、ダグラスはただやれやれと肩を竦めた。
事の始まりは、エリーが観光気分でシグザール城門前に歩いていった時。ザールブルグの街に来たばかりのエリーは、探検気分のまま、一番大きくて立派な建物のところまで歩いていったのだ。当然ながら城内に入ることなど出来ず、門番をしていたダグラスに文字通り門前払いをされたのだが。
この街にまだ知り合いもいなかったエリーは、鎧姿の彼に対して、唐突にも採取の護衛を依頼した。
ダグラスは最初は渋っていたが、後ろから現れた聖騎士隊長に『技を磨く良い機会だ』と言われると、二つ返事で承諾してくれた。
それがほんの数日前のこと。早速、と言わんばかりに、エリーは採取へ行くことに決めた。

空は高く晴れ渡り、鳶が緩く弧を描く。
ザールブルグの街を出てから約二日。遠く思えた道程も軽い足取りで、着いてみればあっという間だった。
「うわぁ、すごくきれいな湖」
街から北西にあるヘーベル湖は、エリーが思っていたより広く、遠く澄んでいる。ここの水に疲労回復効果がある、というのも納得してしまうほどだ。
「相変わらずいい場所だな、ここは」
湖上を渡ってくる風が、頬をふわりと撫でていく。野営道具をどさりと下ろすと、ダグラスもまた湖を眺めた。
「ダグラスは来たことあったの？」
「討伐隊や巡回任務でなら、な」
こういう機会はそうそうねぇよ、と続く言葉。
彼は冒険者ではなく、聖騎士という立場なのだから、それもそうかとエリーは心の中で頷いた。
「さてと、目的は材料集めだろ？　ぼーっとしてていいのかよ」
道すがらに軽めの昼食を取った後で、今はもう太陽は中天をとうに過ぎている。まだ陽の長い時期とはいえ、あまりのんびりしていては、すぐに夕暮れ時になってしまうだろう。
「そうだね、急がなきゃ」
エリーは慌てて図鑑を取り出して、採取用の籠を掴むと、小さな身体を弾ませて湖畔へと向かっていった。
「この辺を見回ってるから、何か出たら呼べよ」
「はーい」
振り返って手を挙げてみせるエリーに、ダグラスは唇の端をにやりと上げる。
「うっかり湖に落ちねぇようにな」
「わかってるよ！」
明るい声に口の悪さが相まって、何とも憎らしい。
せめてものお返し、とばかりに、エリーはわざとらしくぺっと小さく舌を出してみせた。
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